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①高い音が美しいよし笛の良さを活かした童謡や、
懐かしいフォークなどの楽曲を演奏。②「よし笛工
作の道具を見せてください」と頼んで見せてもらっ
た道具たち。よし笛のリード部分を削るナイフや
ヤスリなど様々。ヨシの型や特徴によって使い分
けているという。③11月 8日に開催された『よし笛 
秋の集い』では、子どもからシニアまで、様々な世
代の演奏者が集合し、日々の練習の成果を披露。

こ
の
左
京
西
部
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が

開
館
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
5
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
日
々
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
が
当
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
中
で
、
今
回

は
、
開
館
当
時
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
利
用
時

間
が
群
を
抜
い
て
ダ
ン
ト
ツ
1
番
で
は
な
い
か
と
い

う
、
岩
永
省
三
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

平
日
の
朝
10
時
か
ら
夕
方
16
時
頃
ま
で
、
会
議

室
か
ら
心
地
よ
い
笛
の
音
色
が
聞
こ
え
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
岩
永
省
三
さ
ん
の
よ
し
笛
で
す
。

岩
永
さ
ん
は
元
々
、
淀
川
の
中
洲
に
あ
る
ヨ
シ
原

（
鵜
殿
の
ヨ
シ
原
）の
保
全
活
動
に
参
加
し
て
い

て
、
そ
の
後
、『
び
わ
こ
ヨ
シ
松
明
ま
つ
り
』に
て

偶
然
に
も
よ
し
笛
の
演
奏
を
聴
き
、「
ヨ
シ
か
ら
こ

ん
な
音
色
が
で
る
ん
だ
な
ぁ
」と
感
動
。
そ
の
場
で

惚
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
か
。
す
ぐ
に
そ
の
演
奏

を
し
て
い
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
人
達
か
ら
よ
し
笛
に

つ
い
て
根
掘
り
葉
掘
り
聞
い
て
、
よ
し
笛
を
自
作
。

最
初
の
頃
は
家
で
作
っ
て
は
橋
の
下
や
植
物
園
な

ど
で
調
音
・
演
奏
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
不

便
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
当
セ
ン
タ
ー
が
開

館
。
会
議
室
を
週
に
何
度
も
借
り
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
約
2
0
0
本
の
よ
し
笛
を
作
り
、
今
に
至
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

「
最
初
の
頃
は
音
が
出
た
だ
け
で
喜
ん
で
た
け
ど
、
ド

レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
ね
。」

今号の
IKIIKI PEOPLE

開館当時より、当館にてよし笛工作や、演奏
練習をされている岩永省三さん。その活動
ぶりは、当館のスタッフも驚くほど。今回は
岩永さんにその「よし笛」の魅力を語ってい
ただきました。

岩永省三  さん

よし笛歴約 10年。よし笛の楽しさや魅力を広め、伝えること
を目標に活動。よし笛工作、よし笛演奏ともに、参加者募集中。
ご興味のある方はまずは当館までご連絡ください。
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し
か
し
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
段
々
と
分
か
り
始
め
て

く
る
と
、「
一
人
で
や
っ
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。
こ
の

よ
し
笛
の
感
動
を
人
と
分
か
ち
合
い
た
い
。」と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
人
が
い
た
ら
吹
い
て
み
て
も
ら
っ
た
り
、
あ
る
い
は

作
る
人
を
増
や
し
た
り
、コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た

り
、
プ
レ
ゼ
ン
し
て
み
た
り…
。
そ
う
す
る
と
色
々
な

繋
が
り
が
出
来
て
き
て
、
つ
い
に
は
演
奏
グ
ル
ー
プ

『
出
町
よ
し
笛
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

せ
い
り
ゅ
う
』を
4
年

前
に
結
成
。
ま
た
、
他
の
地
域
の
人
達
に
も
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
立
ち
上
げ
る
よ
う
声
か
け
も
さ
れ
ま
し

た
。
岩
永
さ
ん
は
今
年
11
月
、
合
計
5
つ
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
声
を
か
け
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で
、『
よ

し
笛 

秋
の
集
い
』と
い
う
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
参
加

者
・
来
場
者
の
べ
約
80
名
の
大
盛
況
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

間
の
良
い
刺
激
に
も
な
り
、
来
年
開
催
へ
の
期
待
の

声
も
多
く
聞
こ
え
た
そ
う
で
す
。

「
も
の
づ
く
り
は
音
づ
く
り
だ
か
ら
ね
。
良
い
音
色
だ

と
い
う
の
は
人
に
よ
っ
て
違
う
。
キ
リ
が
な
い
。
け
れ

ど
も
そ
れ
も
魅
力
だ
し
、
な
ん
で
も
な
い
自
然
の
も

の
か
ら
こ
ん
な
に
も
綺
麗
な
音
が
出
て
、
そ
れ
を
誰

か
が
吹
い
て
喜
ん
で
く
れ
た
ら
、
そ
れ
は
と
て
も
嬉

し
い
。
そ
の
感
動
や
、
よ
し
笛
の
輪
を
こ
れ
か
ら
も

広
め
て
い
け
た
ら
と
思
う
ね
。」

も
し
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に「
よ
し
笛
」

と
い
う
文
字
を
見
つ
け
た
ら
、
耳
を
澄
ま
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
よ
し
笛
の
音
色
が
き
っ
と
聞
こ
え
て
く

る
は
ず
で
す
。
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左京西部いきいき市民活動センターでは「地域と人をつなぐ」をテーマにいくつかの事業を行っています。
今号では秋に開催された事業の内容を報告形式でお伝えします。たくさんのご参加ありがとうございました。

S
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10月24日（土）～ 11月15日（日）まで
『わたしの昭和思い出マップ展』を開催しまし
た。今回のテーマは「場所」です。公の歴史で
はなく、個人的な思い出をお聞きし記録する
ことで、次の世代に生きた歴史を伝え、地域
に親しみをもってもらうことを目指しまし
た。今回の展示会企画はまず、広げた京都
市内の地図をみんなで囲んで、場所にまつ
わる質問（子供の頃遊んだ場所は？／駄菓
子屋、散髪屋、お風呂屋さんなど、よく
行った店は？／地域の行事やお祭りの思

い出は？など）に答える茶話会から始まり
ました。その中の18名（58歳～89歳）の
方と実際に思い出の場所に赴き、さらに詳
しい話と写真撮影を行い、展示と冊子制作
につなげました。本当に魅力的なお話をた
くさん伺い、展示はその一部ですが、参加
された皆さんの“人となり”を感じられる
ものになりました。また来年もこの交流事
業は継続されます。新たな出会いが生まれ
ることを今から楽しみにしています。

開館当時から、シニア世代
を対象にした企画を担当。
展示ではご紹介できなかっ
た、これまでの経緯や、イン
タビューの模様は当館ウェブ
サイトの「活動ブログ」よりご
覧いただけます。

梶川 貴弘

11月15日（日）、前日の雨模様とは打って変
わって快晴だったこの日、『少年少女スタンプ
ウォールペインティング』というアートワー
クショップを実施しました。このワーク
ショップはその名の通り、子どもたちがスタ
ンプを使って、養正保育所の塀に大きな絵を
描くという内容で、景観の美化や、普段子ど
もたちが出来ない規模のアート体験が出来る
ワークショップを目指しました。当日は、子
どもたちや保護者の方、スタッフ陣も含め約
30名が塀に向かって絵を描いていきました。

特に子どもたちは、普段ただ前を通り過ぎる
だけの塀に描けるとあってか、スタッフ陣の
手が追いつかないくらいとても元気にあっち
こっち走り回りながらスタンプを押していま
した。その結果、子どもたちの元気さや魅力
がつまった素敵な絵が完成しました。2月に
実施した『少年少女かいだんアート』と同じ
く、その場所の雰囲気も明るくなり、地域の
方や、参加してくださった子どもたちや保護
者の皆様からもご好評をいただくことができ
ました。

児童を対象にしたアートワー
クショップ企画を担当する傍
ら、デザインやイラストなどの
制作も行う。最近は写真も
撮り始め、いきセンのビジュ
アルデザインに貢献してい
るなんでも屋さんです。

脇田 友

A
R
T

W
A
L
K
IN

G

杉山 準
左京西部いきいき市民活
動センター長。芸術・文
化を社会に活かすことで、
誰かに依存しがちな市民
活動を「やりたい」ことに
変えていく、様々な事業
を展開していきます。

施設内に設置している貸出用ロッカーの使用者を募集しています。

サイズ： 幅450mm×奥行515mm×高さ890mm
利用料： 800/月（9600円 /年）
利用期間： 2016年3月まで（それ以降も更新可能）
申込方法：「応募申請用紙」に必要事項を記入し、

活動内容が分かる資料を添付した上で、ご提出ください。

左京東部いきセンで結成された、歌って踊れる地域楽団「さきょーラ」と音頭バンド・
「サンポーヨシ」の音楽会です。歌謡曲、ポップスから江州音頭までレパートリーは
様々です。当日の楽器での参加も大歓迎！

日時：12月21日(月) 19時～21時
場所：左京東部いきいき市民活動センター（左京区鹿ケ谷高岸町3-2）
入場：無料　問合先：075-761-1385

◎募集内容
詳しいお問い合わせは当センター（右記）までご連絡ください。

貸出用ロッカーの使用者募集

さきょーラ and サンポーヨシ音楽会

10月3日（土）、お散歩日和の中、『京都お散
歩コレクション～タイムスリップ・ウォー
キング　思い出のまちめぐり』を行いまし
た。当センターから北いきいき市民活動セ
ンターまで（途中バス移動あり）、約6キロを
気持ち良く歩きました。まち歩きは近年と
ても盛んになって、各所で様々な趣向で行
われています。当センターは街を知ること
と世代間交流の促進をコンセプトに、個人
の「思い出の地」を巡るまち歩きを企画しま
した。当センターが４年前から取り組んで
いる、高齢者に思い出を語っていただく事

業と組み合わせて、高齢者の皆さんに場所
にまつわる思い出を伺い、その場所を辿る
というものです。何名かの方には現場で実
際に思い出を語っていただきました。また、
お話いただいた方が子どもの頃行っていた
昔のラジオ体操をしたり、手作りの竹とん
ぼを飛ばしたり、剣舞の披露や、オリジナル
曲の演奏なども交え、歩くだけでなく体験
も盛り込んだことで、参加いただいた19名
の皆様にはとても喜んでいただけました。
ご協力いただいた皆様、北いきセンのスタッ
フの皆様、本当にありがとうございました。

使用者募集

Event

左京区・南禅寺近くに位置する左京東部いきセンも当施設と
同じくNPO劇研が運営しています。ここでは、この冬開催さ
れる東部いきセンの楽しいイベントをお知らせします。

本事業の下見を行った日は大雨という天気。本番はどうにか晴れてほ
しいと願いが届いたのか、当日はお天気に恵まれ、清 し々いウォーキ
ングができました。

→展示の保存版として、
配布用の冊子も作成しま
した。表面にはエピソード
が、裏面にはその場所が
分かるような地図になって
います。

←「思い出の場所」で撮
影した写真とその思い
出をまとめた文章を当館
の通路に展示しました。

完成した絵の前で記念撮影。風景がグッと明るくなりました。


